
 

 

（平成２４年７月１０日）  部 等 名 企 業 局 

 件 
 

 名 

 

   平成２３年度山梨県公営企業会計決算概要について（報告） 

 

 経 
 

 

 緯 

 １  地方公営企業法第３０条第１項の規定に基づき、管理者は平成２３年度企業局３事業の 
決算を調製し、平成２４年５月３１日、知事に提出した。 

 

 ２ 監査委員への概要説明は、７月２３日に行った。 
 

 ３  本決算は、年１２月１２日に平成２４年１２月定例県議会において認定された。 
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 容 

  企業局が経営している、電気、温泉及び地域振興の３事業の決算の概要は、次のとおりで 
 ある。 
 

１ 電 気 事 業 
 
     早川及び笛吹川水系、塩川、小水力の２０発電所で、５億２，８４２万キロワットアワ

ーの電力を供給。当期純利益は、４億８，７３２万４千円となった。 
     なお、主な工事としては、深城発電所水車発電機製作据付工事、柚ノ木発電所水圧鉄管

外面塗装工事等を実施した。 
 
  (1) 収益的収支                       (2) 資本的収支 
       収 入   3,508,050 千円           収 入      198,091 千円 
         支 出   3,020,726 千円          支 出    1,253,036 千円 
         差 引     487,324 千円             差 引 △ 1,054,945 千円 
 
 
 ２  温 泉 事 業 
 
    県営温泉は、６本の源泉から給湯契約数５３２口に対し７３万８１ｍ

3
の給湯を実施。 

   当期純利益は、１，０７６万９千円となった。 
    なお、主な工事としては、配湯管敷設替工事等を実施した。 
 

(1) 収益的収支             (2) 資本的収支 
収 入   130,606 千円             収 入       0 千円 
支 出   119,837 千円             支 出   41,174 千円 
差 引    10,769 千円             差 引  △ 41,174 千円 

 
 
 ３  地域振興事業 
 
   平成１６年４月１日から指定管理者制度の利用料金制を導入。平成２３年度の有料施設

利用者数は２２万４，６８１人で、当期純損失は８，１８１万円となった。 
 
 
  (1) 収益的収支                       (2) 資本的収支 
       収 入     120,323 千円             収 入            0 千円 
         支 出    202,133 千円           支 出       47,527 千円 
         差 引   △  81,810 千円            差 引    △ 47,527 千円 

 

 

 


